
05

5.前で紐を結び、スカートを固定します。
襦袢スカートが緩まないように結んでください。
襦袢スカートは完成です。

前で結びます

04

4.紐を後ろで交差します。
スカートの位置がずれないように押さえながら、左右の紐を
腰の後ろで交差して、前に持ってきます。

08

8.着物スカートを巻きます。
前幅の位置がずれないように静かに左右を入れ替え、左側が上に
来るようにスカートを巻きます。左右を入れ替える際、右手の裾端
を10ｃｍ程度上に上げます。左右の紐は外に出しておきます。

10cm程度
上げる

紐は外に出す

10

10.前で紐を結び、着物スカートを固定します。
着物スカートが緩まないように結んでください。
着物スカートは完成です。

前で結びます

09

9.紐を通します。
スカートの位置がずれないように押さえながら、左右の紐を
腰のうしろの紐通しに通した後、腰の左右の紐通しにも通し
ます。

紐通し 紐通し

市販の洗濯用ネットに入れ、一枚ずつ弱水流で3～5分丸洗いします。洗剤は蛍光漂白剤が入っていな
い中性洗剤をご使用ください。すすぎ洗いは3～5分程度、すすぎ後は水から引き上げ、形を整え、脱水
せずに日陰で「ダラ干し」してください。摩擦により他の物に色移りすることがありますのでご注意くだ
さい。※別途注意書きがある場合は、そちらに従ってください。

ネット使用 京洗い
遠心脱水
は15秒 かげぼし

1. 襦袢のスカートを着る

2. 着物のスカートを着る

01

1.裾の長さを決めます。

くるぶしが
隠れる程度

右 左

背面でスカートを広げます。裾の高さを合わせて持ち上げ
ます。

02

2.前幅の位置を決めます。
左手の布の端を右腰の一番出っ張っているラインをぎりぎり
隠すように位置を合わせます。右手の布をピンと張り襦袢が
おしりから離れないようにします。

左端が
腰から垂直に

03

3.スカートを巻きます。
前幅の位置がずれないように静かに左右を入れ替え、左側が上に
来るようにスカートを巻きます。左右を入れ替える際、右手の裾端
を20ｃｍ程度上に上げます。左右の紐は外に出しておきます。

20cm程度
上げる

紐は外に出す

06

6.着物スカートの裾の長さを決めます。

紐通しの
ある方

床から 2cm程度上

右 左

背面で着物スカートを広げます。紐通しのある方を左手に、
反対側の端を右手に持って、両手を広げます。裾の高さを合
わせて持ち上げます。

07

7.前幅の位置を決めます。
左手の布の端を右腰の一番出っ張っているラインをぎりぎり
隠すように位置を合わせます。右手の布をピンと張り着物が
おしりから離れないようにします。

左端が
腰から垂直に

表裏



14

14.紐を通し衣文を抜きます。
背中の紐通しに左右の紐を通します。紐が水平になるように
上着の裾の真ん中をグッと引くことにより、衣文が抜けます。

紐通し

紐を
水平に

15

15.紐を前で結び、上着を調えます。
喉のくぼみが隠れる位置で衿を合わせ、紐を前で結びます。
背中と前身ごろの縦ジワを脇方向へ寄せ、左右対称に両手で
上着の裾を引っ張りたるみを取ります。

しわが無い
ように裾を
引っ張る

前は整える
程度に。

前で
結びます

21

21.紐を前で結び、上着を調えます。
襦袢の衿が少し出るように衿を合わせ、紐を前で結びます。
背中と前身ごろの縦ジワを脇方向へ寄せ、左右対称に両手で
上着の裾を引っ張りたるみを取ります。

しわが無い
ように裾を
引っ張る

前は整える
程度に。

前で
結びます

19

19.前身ごろを合わせます。
右手側の紐を左脇に空いている穴に通し、左側の身ごろが上
になるようにかぶせます。

紐を脇の
穴に通す

20

20.紐を背中に廻します。
左右の紐を背中で交差させ、前に持ってきます。

https://musubi-kyoto.jp/
TEL:075-256-0303  FAX:075-256-0301
〒604-8035 京都市中京区新京極通三条下る桜之町 495-2 お手持ちの帯もしくはセパレナの

作り帯を締めてください。

3. 襦袢の上着を着る

4. 着物の上着を着る

13

13.前身ごろを合わせます。
右手側の紐を左脇に空いている穴に通し、左側の身ごろが上
になるようにかぶせます。

紐を脇の
穴に通す

11

11.襦袢上着に衿芯をいれます。
襦袢の衿の内側に衿芯をいれます。

衿芯
衿のつなぎ目
(衿芯の差込口 )

内側

外側

12

12.上着を羽織ります。
左右の手で、衿のつなぎ目を合わせて顔の中心でピッタリ合
わせると左右の位置が均等になり、背中の縫い目が背中の中
心にきます。

左右の手で
衿のつなぎ目を
あわせる

17

17.上着を羽織ります。
左右の手で、衿のつなぎ目を合わせて顔の中心でピッタリ合
わせると左右の位置が均等になり、背中の縫い目が背中の中
心にきます。

左右の手で
衿のつなぎ目を
あわせる

16

16.着物上着の衿にあるホックを留めます。
着物上着の衿を半分に折ってホックを留めてください。

半分に折る

ホック

18

18.着物の衿を整える。
襦袢の衿と着物の衿を重ね合わせます。

後ろは襦袢の衿と着物の衿を
ぴったりとあわせる

耳の真下あたりから少しづつ
襦袢の衿が見えるように


